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神
戸
大
学

（神
戸
市
灘
区
）
の
六
甲
台
第
２
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
海
水
の
淡
水
化
な
ど

に
使
う
膜
工
学
を
研
究
す
る
国
内
最
大
規
模
の

「先
端
膜
工
学
研
究
拠
点
」
が
完
成
し

た
。
今
後
、
世
界
で
水
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
膜
工
学
の
水
処
理
分
野
は
１

０
０
兆
円
規
模
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。同
大
は
「産
学
官
連
携
を
強
め
、

世
界
に
研
究
を
発
信
で
き
る

一
大
拠
点
に
し
た
い
」
と
す
る
。
　

　

　

（上
田
勇
じ

国
内
最
大
規
模
海
水
の
淡
水
化

加
速

同
大
は
２
０
０
７
年
、

本
格
的
な
膜

工
学

の
教

育

・
研
究
拠
点
と
し

て

国
内
初
の

「先
端
膜
工
学

セ

ン
タ

ー
」
を

開

設
。

「水
処
理
グ
ル
ー
プ
」
な

ど
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
研
究
し
て
き
た
が
、
ま

と
ま

っ
た
研
究
棟
が
な

く
、
学
内
に
分
散
し
て
い

た
。今

年
在
月
、
６
階
建
て

の
研
究
棟
が
完
成
。
実
験

室
や
分
析
室
な
ど
を
備
え

て
お
り
、
研
究
拠
点
と
し

て
の
設
備
が
整

っ
た
。
今

後
は
測
点
に
関
わ
る
教
員

を
建
築
学
な
ど
５
学
系
か

ら
も
集
め
、
現
在
２３
人
の

人
員
を
強
化
。
工
学
研
究

科
の
松
山
秀
人
教
授
を
中

心
に
研
究
を
加
速
さ
せ

る
。松

山
教
授
に
よ
る
と
、

人
口
増
な
ど
に
よ
り
、
将

来
的
に
は
世
界
の
人
口
の

３
分
の
２
が
水
不
足
に
直

画
す
る
。
海
水
や
川
の
水

を
飲
み
水
に
変
え
る
膜
工

学
の
水
処
理
技
術
に
、
大

き
な
注
目
が
集
ま

っ
て
い

る
と
い
う
。

研
究
拠
点
は
、
国
内
の

約
６０
企
業
や
海
外
７
機
関

と
も
連
携
。
松
山
教
授
は

雲

だ

っ
た
拠
占
が

つ
い

に
出
来
上
が

っ
た
。
こ
れ

か
ら
２
～
３
倍
に
広
が
る

水
市
場
に
向
け
、
研
究
に

取
り
組
み
た
い
」
と
力
を

込
め
た
。

２７
日
、
関
係
者
を
集
め
、

海外機関とも連携

ｒ
″
い
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盗
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ヨ
ー
ヽ
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渡
訂
町
げ
盗　
▲
　
ふ
」
竜
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呼
，
■
■
Ｊ

，
か
　
い

同
大
百
癬
斑
捻
館
六
甲
ホ

ー
ル
で
竣

正
式
典
を
行

完
成
し
た
先
端
膜
工
学

研
究
拠
点
＝
神
戸
市
灘

区
六
甲
台
町
１
ヽ

（神
戸
大
学
提
供
）

会
派
や
議
員
の
活
動
を
支

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支

部
は
２０
日
、
兵
庫
県
警
に
自

た
。
突
然
の
救
命
事
案
に
生

か
し
て
も
ら
お
う
と
２
０
１

１
年
度
か
ら
７
年
計
画
で
取

り
組
ん
で
お
り
、
５
年
目
と

な
る
今
回
の
委
託
分
は
神

戸
、
阪
神
間
の
交
番
な
ど
に

導
入
さ
れ
る
。

甥
鉛
劃
繁
И
台
置

「次
の
災
害
に
備
え
を
」

ひ
ょ
ぅ
ど
２‐
世
紀
織
経
部
壁
只
パ

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
２‐

世
紀
研
究
機
構
は
２０
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫
県

私
学
会
館
で
、
２
０
１
４

年
度
の
研
究
成
果
の
報
告

会
を
開
い
た
。
阪
神

・
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
な
ど
を
研

究
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど

へ
の
備
え
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

災
生
活
復
興
プ

ロ
ジ

ェ

A E D20
交番に設

ク
ト
を
引
き
継
い
だ
研
究

で
は
、
復
興
施
策

を
中

間
段
階
で
検
証
。
東
日
本

で
被
災
者
に
提
供
さ
れ

た
民
間
賃
貸
住
宅
の

「み

な
し
仮
設
住
宅
」
で
は
、

成
果
や
課
題
を
掘
り
下

げ
、
報
告
書
で

「
一
定
の

成
果
が
あ

っ
た
も
の
の
、

興などをテニマに研究した成果

育益輝研究調査本部長=神戸市
邑4

日
赤
兵
庫
委
託
、神
戸
。阪
神
闇

県
警
に
よ
る
と
、
過
去
の

委
託
分
は
県
内
の
全
４８
警
察

署
や
派
出
所
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
日
は
、
同
支
部
の
逢

坂
嘉
弘
事
業
部
長
ら
が
神
戸

一中
中
央
区
の
県
警
本
部
を
訪

れ
た
。
坂
本
武
安
地
域
部
長

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
渡
し
、
　
霰
言

察
署
や
交
番
に
一

Ｄ
が
あ
る
こ
と
一

効
に
使

っ
て
ほ
・

し
た
。

ま
た
、
交
通
一

に
よ
る
負
傷
者
）

当
に
利
用
す
る
〕

７

５
０

セ

ッ
ｋ

ユ″に。　　　　　　　　　　（一

問
題
を

一
層
複
雑

化
さ

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

生
み
出
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。

報
告
会
で
は
、
同
機
構

の
室
崎
益
輝
研
究
調
査
本

部
長
が

「次
の
災
害
に
向

け
、
し

っ
か
り
と
将
来
の

計
画
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
」

と
訴
え
た
。

ま
た
、
自
然
災
害
後
の

土
地
利
用
規
制

の
課
題

や
、
１
７
５
５
年
に
ポ
ル

ト
ガ
ル

・
リ
ス
ボ
ン
で
起

き
た
リ
ス
ボ
ン
地
震
の
研

究
が
報
告
さ
れ
た
。

報
告
会
に
先
駆
け
、
小

田
切
徳
美

・
明
治
大
農
学

部
教
授
も
、
政
府
が
進
め

る

「地
方
創
生
」
や
、
農

山
村
の
再
生
一

つ
い
て
講
演
ド（

農
村
移
岸

２３
日
に
複

農
村
部

ヘ

末
滞
在
、
農

に
つ
い
て
相

「ひ
ょ
う
ご

臨
蒔
相
談
所

前
１０
時
～
午

一星
巾
中
央
区

宮
駅
南
側
の

設
置
さ
れ
る

淡
路
、
播

丹
波
地
域
の

Ｐ
Ｏ
法
人
で

ょ
う
ご
田
舎

男
女
共
同
参
画
で
県

ア

ド

ベ

イ

ヴ

ト

「第
１９
期
甕

ア
ド
バ
イ
ザ


